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ほうとくエネルギー株式会社 

志澤　昌彦	



l  2011年3月　東日本大震災、小田原市でも計画停電	

l  2011年7月　小田原市長のエネルギーに関する公開対談	

l  2011年8月　小田原市　まちづくり学校	

l  2011年11月　環境省「再生可能エネルギー地域推進体制構築
支援事業」の全国７都市の１つに小田原市が採択	

l  2011年12月 「小田原再生可能エネルギー事業化検討協議会」
（地元企業、地域金融機関、学識経験者、関係団体・行政）	

l 短期間で事業化が可能な太陽光発電から検討を開始	

l 小水力発電等の他の再生可能エネルギーの検討にも着手	

3.11〜今	



2011年７月スタート 
 

全量買取制度 
FIT（feed-in tariff）	



全量買取制度　FIT（feed-in tariff）	

対象	 10kw未満	
10kw以上 
500kw未満	

500kw以上	

住宅	

38円/kwh 
余剰電力買取	

非住宅	

 
 
 

電力事業目的	

再生可能エネルギー普及にとっては 
 

一見良さそうに思えるが・・・	

37.8円/kwh 
２０年間“全量買取”	



大企業	

メガソーラー	

私たち	

投資	

売電	

20年間 
高い売電収入	

サーチャージ 

地域	

大企業によるメガソーラーが爆発的に増加	

電力会社
利益	

固定資産税・地代 



再生エネルギー事業を 
大資本の企業が行う場合・・・	

①地域は広大な土地を長期に固定 
 
②そこから生じる利益を全て独占 
 
③ＦＩＴによるコストアップは市民が負担	



2012年12月１１日　＠小田原 
ほうとくエネルギー株式会社が誕生	

Ø 地元企業２４社が出資 

Ø 資本金　３，４００万円 

Ø 会社理念	
・将来世代によりよい環境を残していくための取組	
・地域社会に貢献できるような取組	
・地域の志ある市民、事業者が幅広く参加する取組	
・地域社会に根ざした企業として、透明性の高い経営  
	

Ø 事業内容	
・市民参加による再生可能エネルギー等による発電事業・省エネ事業	
・エネルギーに関するコンサルタント及び調査研究業務	
・エネルギーについての研修会やセミナー等の企画運営	
・自然エネルギーの普及促進に関する業務　等	

 



(仮)小田原メガソーラー�

地元金融機関�

地元企業�

屋根貸しソーラー�

小田原市�

未来の子どもたち�

電力会社

私たち�

市民ファンド�

出資	

配当	

売　

電	

サポート＆支援	

固定資産税＆使用料	

地主さん�
Ø 環境教育＆人材育成 
Ø 環境保全 

地域�

Ø 地元企業への工事発注	
Ø 地元産品で出資優待	
Ø 環境ツアーによる観光	

地域でお金を�
循環させる！�

ほうとくエネルギーは何をするの？	

里山の復活�
エネルギーの自給自足�



市民参加型メガソーラー事業予定地	

所在地	 　小田原市久野	

土地の状態	 　公共建設発生土指定受入地	

建設予定面積	 　18,000m²	

想定出力	 　999.6kW	

環境貢献換算 
 

ü 戸建太陽光  ：１３０戸分 

ü 森　　　　林  ：９２ha　（城址公園の８倍） 

ü 原　　　　油  ：ドラム缶１４９４本分 
 
 
	



l ⼩小⽥田原市では、平成25年年4⽉月に「太陽光発電屋根貸し事業」�
を公募し、ほうとくエネルギーが交渉権者に決定。�

l 公募要件�
(1)⼩小⽥田原市内に存する事業者に限定。�
(2)使⽤用料料は事業者の提案による。�
(3)  ⼩小学校２校を含む4施設程度度�
(4)  審査基準：事業計画の適正性、事業者の健全性、�
 　 　地域貢献度度、市⺠民参加、停電時の電気の無償使⽤用�

小田原市　太陽光発電屋根貸し事業	
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Ø  事業採算の壁	
	
Ø  資金調達の壁	
	
Ø  コストの壁	

Ø  再エネポテンシャルの壁	

事業スタートにおける課題	



 
Ø  至　誠 

Ø  勤　労 

Ø  分　度 

Ø  推　譲	
	

ほうとくエネルギーとは？	

 
→　地球視点のビジョン　 

→　事業を着実に進める 

→　本当に必要なのか 

→　未来へつなげる 
	
	


